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＜病棟連絡事項＞
・外出泊訓練シート看護記録入力後はファイルに綴じず、用紙は破棄でお願いします。
・保健師・助産師・看護師の業務従事者届について各自12/24までに入力・所定フォルダに保管して下さい。
・本日施設巡視行っています。リノベーション時のガムテープ跡は剥がすようにとビニールカーテン汚れある為、適宜掃除するよう指摘ありました。園芸療法時に使用した土の回収は庶務に依頼しています。体育館にあるソファーと小上がりに使用していたテーブルは撤去予定です。今後医薬品用の冷蔵庫、スチール棚（Aユニットの引き出しをBユニットで使用し空いたスペースの分）とスキャナー購入依頼していく予定です。
＜ベッドコントロール＞
・部屋移動は転入に合わせて調整予定。
＜患者様連絡事項＞
・川口　弘子様～昼パンへ変更。
・馬場　日出子様～主治医面談実施しています。
・奥沢　陽子様～オロナミンCの空瓶は、都度回収をお願いします。

・金山　辰巳様～間食後スプーンの回収をお願いします。
・宮本　久美子様～従弟様より請求書届いています。担当看護師BOXにて保管中。

・藤井　理代様～ケア会議1/6　14：00で調整しています。
・成田　賀枝様～PSWより施設入所の連絡をする予定でいたが状態悪化の為、延期としたと連絡ありました。状態安定し、西病棟に転入となった際は調整の依頼をしていきましょう。
・秋田谷　妙子様～12/29退院希望本人よりありますが、友人に迎え可能か担当看護師より確認をしていく予定です。
・中田　弘子様～本日心理検査実施しています。
・赤坂　フミヱ様～12/23　漢方継続指示頂いています。

・川原　サエ子様～初外来日（1/6、1/8）についてケアマネに付き添い可能日確認しています。折り返し連絡頂ける予定です。退院指示と退院時処方は事前に頂いています。初外来日決まった際は外来予約お願いします。
・荒川　スヂエ様～本人よりパン食希望あります。主治医より誤嚥のリスクを家族様に説明した上で了承得られれば変更可の指示あり。家族様連絡し了承あり、1回/週のみパン食へ変更しています。また、美容院へ外出は主治医より許可できないとの事でした。
・畑中　勉様～全身掻痒感訴えヘパリン類似物質ローション処方となっています。
・高橋　サエ様～院内歯科受診し、来週までに義歯作成するか検討予定です。生保の為、義歯作成は医療費負担なしです。
＜要注目患者様ケース検討＞
・東野　愛様～昨準奇声あり、食事は拒否し促しにてパンのみ摂取しています。本日退院に関する妄想言動聞かれています。行動化に注意していきましょう。
・荒川　スヂエ様～夕食は拒否あるも再三の促しで全量摂取していますが、朝昼食は拒否しています。拒薬はありませんが、引き続き精神症状、食事摂取状況観察していきましょう。
・長瀬　伸也様～院外歯科受診は母様が付き添い可能ならば良い事母様にお伝えしています。母様より最近の様子から院外に出たい為の要求の可能性もあるため、今回は様子見る事としています。
・鈴木　達也様～昨準感情失禁あり、退院できない事に関して投げやりな発言や自殺をほのめかすような発言が聞かれています。頻回なラウンドとAユニット内のコード付いている加湿器やケトルは一時的に回収しています。リハビリスタッフには女性患者様と夜間遅くまで携帯電話で連絡とることでの疲労感の訴えも聞かれています。以降希死的言動は聞かれていませんが、行動化に注意し頻回なラウンドを行っていきましょう。必要時大部屋への移動も検討していきましょう。
＜馬渡Dr.患者診察情報＞
・川口　八寿子様～気分の上がり下がりがある事や最近の出来事を話している。「あと1つ聞きたい」が数回あり話しの切り上げできずに主治医より指摘されている。薬剤調整する事の説明あり了承ある。パン食への変更希望あり、栄養と相談するようにとの事。採血結果、バルプロ酸の数値が高く、バルプロ酸（100）は中止。他シクレスト中止、オランザピン1T→2Tへ増量となる。
・庭田　昇二様～年内での外出希望あり短時間であればと許可ある。
処方変更は無い。
＜アルコール依存症治療プログラム取り組み状況確認＞
・庭田　昇二様～問題なく取り組む事出来ています。家のお披露目会の為に外出希望も家族より聞かれていましたが、日程は未定。外出泊希望あった際は飲酒しないよう見守り可能か再度確認し、主治医に報告していきましょう。
